
3 人

・情報収集
・分析法の検討
・水産加工食品の分析(40検体程度)

・水産加工食品の分析(40検体程度)
・結果の評価

主 な 目 標 （項 目） 達 成 状 況

　・　本研究の成果は、道民の水産食品からの有機スズ化合物摂取量の評価に活用する。
　・　学会等で公表した成果は、関係行政機関や研究機関などでの活用が期待される。

平成２６年度

平成２７年度

　・　水産加工食品102検体について有機スズ化合物の分析を行い、残留濃度の実態を解明した。
　・　缶詰（貝類）や乾物では近海産魚介類よりも濃度が高いものがあることが明らかになった。
　・　ジブチルスズは船底塗料由来に加えて、食品の加工工程での汚染の可能性も示唆された。
　・　本結果を基に有機スズ化合物の摂取量を評価した結果、通常の魚介類摂取量では人の健康に影響を与えるお
　　それはないものと考えられた。
　・　本研究成果は平成27年第52回全国衛生化学技術協議会年会で発表済。北海道公衆衛生学雑誌に投稿準備中。

・分析法を確立
・水産加工食品54検体を分析

・水産加工食品48検体を分析
・結果を解析し、残留濃度の実態を解明
・摂取量を算定し、人の健康に与える影響を評価

○ 成果の活用策（活用の可能性）

平成２８年度　一般試験研究　事後評価調書

事後４
課題
番号

２５０４  水産加工食品中の有機スズ化合物の実態調査

　道内で流通している水産加工食品中の有機スズ化合物の実態調査を行う。近海産魚介類に係る検査
結果と併せて、道民が摂取する有機スズ化合物量を評価する基礎データとして活用する。

 ・　生鮮魚介類の有機スズ化合物分析法を加工食品へ応用するための検討を行う。
 ・  輸入品を含めた市販の水産加工食品の実態調査を行う。
 ・  得られた結果と国民健康・栄養調査に基づく水産食品の摂取量から、有機スズ化合物の摂取量
 　について評価を行う。

課　題
担当者

関係施策
行政検査

研究目的

研究内容

研究期間 平成２６～２７年度

○ 研究ニーズ（背景、必要性、緊急性）

○ 道が取り組む必要性

  北海道食品衛生監視指導計画　道内産畜水産食品の環境汚染物質検査

　・　当所では食品衛生監視指導計画に基づき近海産魚介類の環境汚染物質モニタリング検査を実施している。
　・　有機スズ化合物は、船底塗料や漁網防汚剤として広く使われたが、生物濃縮による魚介類への蓄積や、生物
    殺傷作用、環境ホルモン様作用から、日本をはじめ世界各国で規制が行われている。
　・　生鮮魚介類からの有機スズ化合物の検出濃度は年々低減しているが、未だ50％以上の検体から検出される
　　　(平成24年食品安全委員会ファクトシート)。
　・　近年、輸入を含め多様な水産加工食品が流通しているが、水産加工食品の環境汚染物質のデータは少ない。
　  先に実施された総水銀実態調査では、水産加工食品中の総水銀濃度には原材料のほかに副原料の影響が指摘さ
　　れている。
　・　食の安全・安心を確保するには、生鮮魚介類だけではなく水産加工食品中の環境汚染物質についても調査
　　データを蓄積していく必要がある。

○ 研究の成果

年 次 等

　・　北海道では、食品の安全性確保のため、近海産魚介類の環境汚染物質モニタリングとして有機塩素系農薬、
　　総水銀、メチル水銀、有機スズ化合物の検査を実施してきた。
　・　水産加工食品についても、有機スズ化合物を含めて知見を蓄積しておく必要がある。

評価結果 説　　　明

自己評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

外部評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

　本研究により、水産加工食品中の有機スズ化合物の実態を明らかにし、水産食品からの
摂取量を推定することができた。水産食品の安全性確保に有用なデータを提示できた。

同 上

総合評価 Ａ・Ｂ・Ｃ
　本研究により、水産加工食品中の有機スズ化合物の実体を明らかにするほか、水産食品
からの摂取量を算定し、人の健康に与える影響を評価したことは、一定の研究成果が得ら
れている。


